
内陸

斐自

書の

「個
人
的
評
価
」に
異
論
続
出

「言
い
抜
け
に
す
ぎ
な
い
」

陸
上
自
衛
隊
の
情
報
保
全

隊
が
イ
ラ
ク
派
遣
に
反
対
す

る
団
体
や
個
人
の
情
報
を
集

め
て
い
た
問
題
で
、

「反
自

衛
隊
活
動
」
な
ど
の
コ
メ
ン

ト
が
個
人
的
評
価
だ
と
し
て

沈
静
化
に
や
っ
き
と
な
っ
て

い
る
防
衛
省
側
に
、
異
論
が

噴
き
出
し
て
い
る
。
文
書

は
、
東
北
方
面
情
報
保
全
隊

長
名
義
で
作
成
さ
れ
、
幹
部

ら
に
配
布
さ
れ
た
と
み
ら
れ

る
た
め
だ
。
七
日
の
参
院
外

交
防
衛
委
員
会
で
も
、
こ
の

問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
久

間
章
生
防
衛
相
と
民
主
党
の

議
員
が
激
し
く
応
酬
し
た
。

「
反
自
衛
隊
活
動
」
と
さ

れ
て
い
た
の
は
、
民
主
党
の

増
子
輝
彦
参
院
議
員
の

「イ

ラ
ク
派
遣
に
反
対
」
と
い
う

発
言
や
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の

騒
き
へ
の
苦
情
電
話
な
ど
。

共
産
党
が
六
日
公
表
し
た
同

保
全
隊
の

「内
部
文
書
」
の

中
で
明
記
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
日
の
参
院
外
交
防
衛

委
で
は
、
民
主
党
の
白
真
勲

レ

到

剰

劉

圏

囲

久
間
防
衛
相
は

「
反
自
衛
隊

活
動
と
レ
ッ
テ
ル
は
張
れ
な

い
。防
衛
省
、
自
衛
隊
と
し
て

評
価
を
下
し
た
な
ら
問
題
か

も
し
れ
な
い
が
、
記
入
し
た

人
の
識
見
の
問
題
だ
」
と
し

て
、
個
人
的
な
判
断
だ
と
強

調
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
文
書

は
東
北
方
面
情
報
保
全
隊
長

名
義
で
作
成
さ
れ
、
中
央
や

他
の
四
方
面
の
情
報
保
全
隊

長
な
ど
が
配
布
先
だ

っ
た
。

ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家

の
佐
野
員

一
氏
は

「
『個
人

の
識
見
』
と
い
う
の
は
言
い

抜
け
に
す
ぎ
な
い
。

（個
人

に
）
責
任
転
嫁
す
る
の
は
大

臣
の
器
と
思
え
な
い
」
と
手

厳
し
い
。

千
葉
大
の
新
藤
宗
幸
教
授

（政
治
学
）は

「書
の
憲
兵
も

陸
海
軍
内
の
取
り
締
ま
り
が

任
務
だ
っ
た
の
に
、
い
つ
の

間
に
か
軍
に
対
し
人
が
ど
う

思
っ
て
い
る
の
か
に
介
入
し

反
軍
活
動
を
取
り
縮
ま
り
始

め
た
」
と
指
摘
。
「大
臣
は
市

民
へ
の
諜
報
（ち
ょ
う
ほ
う
）

活
動
を

一
切
し
な
い
と
明
言

す
べ
き
だ
」と
話
し
た
。

軍
事
ア
ナ
リ
ス
ト
の
小
川

和
久
氏
も

「個
人
や
東
北
方

面
の
問
題
で
は
な
く
、
自
衛

隊
全
体
の
価
値
判
断
の
表
れ

だ
」
と
の
見
方
。

「自
衛
隊

の
活
動
に
異
論
を
言
え
ば
敵

だ
と
い
う
白
か
黒
か
の
判
断

し
か
で
き
な
い
の
は
、
情
報

活
動
が
低
レ
ベ
ル
に
終
始
し

て
い
る
証
拠
」
と
言
う
。

軍
事
評
論
家
の
江
畑
謙
介

氏
は

「担
当
者
の
主
観
を
交

え
て
個
人
的
に
分
類
し
た
だ

け
で
、
組
織
と
し
て
の
評
価

に
も
至

っ
て
い
な
い
」
と
久

間
防
衛
相
を
支
持
し
た
。

市
民
団
体
も
抗
議

陸
上
自
衛
隊
の
情
報
保
全

隊
が
イ
ラ
ク
派
遣
に
反
対
す

る
市
民
集
会
な
ど
の
情
報
を

集
め
て
い
た
問
題
で
、
労
働

組
合
や
情
報
収
集
の
対
象
と

さ
れ
た
市
民
団
体
な
ど
が
七

日
、
相
次
い
で
抗
議
声
明
を

発
表
、
防
衛
省
に
送
付
す
る

な
ど
し
た
。

こ
の
う
ち
、
新
聞
労
連
は

「機
密
漏
え
い
を
防
ぐ
こ
と

が
任
務
の
情
報
保
全
隊
が
、

新
聞
記
者
の
取
材
活
動
や
消

費
税
引
き
上
げ
の
反
対
集
会

ま
で
記
録
し
て
い
た
」
と
指

摘
。
　
亘

般
市
民
の
自
由
な

意
思
表
現
や
記
者

の
取
材

が
、
武
力
を
持
つ
巨
大
組
織

に
監
視
、
記
録
さ
れ
る
こ
と

に
不
気
味
な
も

の
を
感
じ

る
」
と
批
判
し
た
。
主
催
し

た
反
戦
集
会
や
署
名
活
動
が

情
報
保
全
隊
の
監
視
対
象
に

含
ま
れ
て
い
た
原
水
爆
禁
止

日
本
協
議
会
と
自
由
法
薄
団

も

「憲
法
が
保
障
す
る
権
利

に
基
づ
く
行
動
を
監
視
す
る

こ
と
は
明
白
な
憲
法
連
反
」

と
し
て
、
監
視
活
動
の
中
止

と
全
容
解
明
を
求
め
た
。


